
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コスト縮減に対応した少主桁工法

桁タイプ別特徴 H13.1.5

ＰＣコンポ橋 ＰＣバルブＴ桁橋 ＰＣ標準Ｔ桁橋

断面図（Ｌ＝３０ｍ）

桁種別 プレキャストセグメント工法を基本とする。 プレキャストセグメント工法を基本とする。 場所打ちプレキャスト桁を基本とする。

コンクリート強度 σck＝５０N/mm2 σck＝５０N/mm2 σck＝４０N/mm2

主桁の最大支間 道示のＲＣ床版の規定により最大４．０ｍとする。 主桁上幅をＢ＝２．０ｍ、道示の場所打ち床版幅ｂ＝０．７５ｍ 主桁上幅をＢ＝２．０ｍ、道示の場所打ち床版幅ｂ＝０．７５ｍ

を考慮して、最大２．７５ｍとする。 を考慮して、最大２．７５ｍとする。

適用支間 適用支間は最大４５ｍまでを標準とする。 適用支間は最大４５ｍまでを標準とする。 適用支間は最大４５ｍまでを標準とする。

セグメントの最大重量 ２５tf未満を基本とする。ただし、交通事情により運搬の制約が ２５tf未満を基本とする。ただし、交通事情により運搬の制約が

あれば、セグメント数を増やす。（工事費は割高となる。） あれば、セグメント数を増やす。（工事費は割高となる。）

主桁断面 主桁断面は構造断面の有利性およびセグメントの運搬重量・架設 主桁断面は構造断面の有利性およびセグメントの運搬重量・架設 主桁断面は構造性は劣るが、施工の合理化を最大の目標にして

重量の軽減と安定性のためバルブ型断面とする。 重量の軽減と安定性のためバルブ型断面とする。 スレンダーな腹部形状とした。

桁　　高 上部工でのコスト縮減を最重要と考えたため、構造高（主桁＋ 桁高は主桁本数を減じたにもかかわらず、標準桁橋と同程度で 桁高は旧標準設計に比べ、構造的な問題から少々高い。

床版）が３案中最も高い。 ある。

床　　版 床版はＰＣ合成床版とし、ＲＣ床版に比べ、耐久性に優れている 床版は従来と同様のＰＣ床版であり、耐久性は過去の実績から 耐久性は過去の実績から何ら問題はない。

ことが土研との共同研究により確認されている。 何ら問題はない。　　ただし、コスト削減のため太径のストランド

１Ｓ２８．６を採用した。

死荷重反力 標準桁橋に比べ、幅員構成にもよるが、最大１０％程度大きく 標準桁橋に比べ、幅員構成にもよるが、最大１０％程度小さく 反力は３案中中位である。

なる場合がある。基礎条件により不利になる場合がある。 なる場合がある。基礎条件により有利になる場合がある。

経　済　性 制約条件がなければ、標準桁橋に比べ、最大で約１０％程度安価 制約条件がなければ、標準桁橋に比べ、最大で約８～９％程度

となる。 安価となる。　　ただし、幅員構成により、主桁本数がコンポ橋と

同じ場合は３案中最も安価となる。

600 8000 600

9200

1400 14002@3200=6400

8
0

1
7
0

2
2
5
0

600 8000 600

1210 12103@2260=6780

1
7
7
0

9200

940 940

600 8000 600

9200

4@1830=7320

1
8
0
0


